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審 査 の 要 旨 
【批評】 
本論文は、雑音の存在する環境下で収録された音から特徴を用いて目的音のみを検出する手法、お
よび、少数のマイクロフォンのみを用いて音の発生位置を特定する音源位置推定手法について、述べ
ている。そこで、目的音の特徴を有するモデルと、雑音を含む収録音のマッチングをとることで、目
的音のみを効率よく検出する手法を提唱するとともに、豚舎内で豚が感染症時に発するくしゃみ音の
検出実験を行い、感染症の陰陽性識別が可能なレベルの精度で、くしゃみ音の検出ができることを示
すことで、提案手法の実用的な有用性を明らかにしている。さらに、少数のマイクロフォンで受信し
た音の到来時間差情報、および、直達波に加えて反射波を用いた伝搬モデルを組み合わせることで、
少数のマイクロフォンのみを用いて音の発生位置を特定する音源位置推定手法を提唱し、多角的な観
点から、十分な精度で音源位置が推定できることを示している。 
本研究で確立した技術は、既に、畜産分野において実用に即するレベルに達しているだけでなく、
あらゆる分野において広く適応可能な、汎用性に優れたものであり、今後も、セキュリティ分野など、
様々な分野への展望が期待できることから高く評価できる。 
【最終試験の結果】 
平成２９年２月７日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
